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研究成果の概要（和文）：研究課題では、嫌気性アンモニア酸化 (アナモックス) 反応と嫌気的メタン酸化脱窒
 (DAMO) 反応を組み合わせた新規リアクターの開発を目的としてアナモックス細菌とDAMO微生物の共培養リアク
ターにおける窒素除去性能の評価を行った．実験の結果、共培養リアクターによりアンモニアと硝酸の同時除去
が可能であることがわかったが、嫌気性メタン酸化脱窒微生物の亜硝酸生成反応が律速となっている可能性が示
唆された。また、ガス成分の分析結果からN2Oが発生していることを確認した。

研究成果の概要（英文）：n this study, anaerobic ammonium oxidation (anammox) and denitrifying 
anaerobic methane oxidization (DAMO) reaction were used for development of nitrogen removal process.
 Using the both microorganisms in continuous flor reactor or down - flow hanging sponge (DHS) 
reactor, both of reactor system could be removed the ammonia and nitrate simultaneously with methane
 as a carbon source. The consumed methane quantities were stoichiometrically close to the 
theoretical value in DAMO reaction suggested that DAMO reaction was occurred in our continuous 
culture. However, ammonia removal rate was lower than that of original annamox reactor, which is 
assumed that the nitrate reduction to nitrite by DAMO microorganism is rate-limiting step. In 
addition, nitrous oxide gas could be detected in the reactor. Thus, further research require more 
careful monitoring for relationship between green gas house emission and operational condition.

研究分野：環境工学
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脱窒反応が起きていることが示唆された。培
養約 40～60 日目にかけてスポンジ担体リア
クターの HRT を短縮することによる窒素消
費速度の増加を試みた。培養 40～60 日目ま
でのスポンジ担体リアクターの各 HRT にお
ける平均窒素消費速度を表-1 に示す。 その
結果、スポンジ担体リアクターの亜硝酸消費
速度は HRT12 時間まで短縮すると増加する 
(平均 4.2±1.4 g-N•m-3•day-1) 傾向を示し、
HRTを 6時間まで短縮すると減少する (平均
3.9±2.3 g-N•m-3•day-1) 傾向が示唆された。ま
た、スポンジ担体リアクターの硝酸消費速度
は HRT6時間で増加する (平均 7.5±4.8 g-N•
m-3•day-1) 結果を示した。スポンジ担体リア
クターの最大硝酸消費速度は 13g-N•m-3•
day-1、最大亜硝酸消費速度は 8.8 g-N•m-3•
day-1を示した。Juanら 1)は本研究と類似した
Biotrickling Filter (BTF)リアクターを用いて
硝酸のみを添加して嫌気的メタン酸化脱窒
微生物を集積培養した結果、培養 3.8 ヵ月目
で最大硝酸消費速度は 16.3 g-N•m-3•day-1 を
示したと報告している。本研究でも、培養 3
ヵ月で硝酸、亜硝酸を同時に添加した条件で
ほぼ同様の硝酸除去速度を達成できており、
スポンジ担体リアクターを用いたリアクタ
ーの処理効率の高さが確認できた。 
 培養 83 日目のスポンジ担体リアクターの
ガス組成を分析した。その結果、N2Oは検出
され、その濃度は 54.3±3.84ppmv であった。
Zhu ら２)も嫌気的メタン酸化脱窒反応を用い
たリアクターにおいても少量の N2O の発生
を確認している。しかし、嫌気的メタン酸化
脱窒反応を用いたリアクターでの N2O 発生
に関する知見が不足しており、今後はスポン
ジ担体リアクターの窒素負荷当たりの N2O
発生量を検討する予定である。また、スポン
ジ担体リアクター内のメタンガス濃度は
93.8±0.1%であり、スポンジ担体リアクターは
メタンで気密されていることが確認された。 
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